
組織の使命・役割 何のために我が組織が存在するのか、我が組織が果たすべき使命・役割は何か

組織の目標 使命・役割を果たす上で、我が組織が目指すゴール（成果）は何か、その目標値はどのような水準か
（定性的目標） 何をどのような状態にしたいか

（定量的目標） 具体的な指標、目標値を設定する

左記の具体的な内容を記載する

－ 箇所 年度 石川県新長期構想257 店舗 H27(H23未集計）

一般事業主行動計画の策定支援とその取組内容の質の向上と公表の促進を図る。

②　県内の放課後児童クラブの質の向上

①　「いしかわ子ども総合条例」（※３）及び「いしかわエン
ゼルプラン２０１０」（※４）に基づく施策の推進

子育てを地域社会全体で支援するという気運の醸成を一層推進する。

放課後児童クラブ指導員の交流促進や資質向上を図る。

①　中小企業の一般事業主行動計画の策定支援

企業を含む地域社会全体で「子育て」を支援することにより、子どもを健やかに生み育てることができる子育て支援最先進県を目指す。

①　地域社会全体で「子育て」を支援することにより、ワークライフバランスを推進し、次の子を生み育てたくなる環境をつくる。
②　青少年を取り巻く環境整備等を通じて、青少年の健全育成を進める。

(概数） 1.50①合計特殊出生率（※１） 1.43

現行値 年(度) 年(度) 目標値の設定根拠（他県との比較など）

少子化対策監室
子ども政策担当課長

組織の目標設定シート（行政経営Ａシート）

目標値

組織
職

目標とする成果指標

↓

大畠　秀信氏名

石川県新長期構想　（全国H17過去最低　1.26)

企業

２４年度に重点的に取り組むべき課題

↓

H23 年度

年度

H27

②放課後児童クラブの研修参加数

年度

【用語説明】
※１　合計特殊出生率
　人口統計上の指標で、一人の女性が一生に生む子供の数を示す。女性の十五歳から四十九歳までの年齢別出生率を合計して算出する。

※２　ワークライフバランス企業
　雇用労働者がワークライフバランス（仕事と家庭生活の調和）を図るために必要な職場環境の整備を行う企業をいう。次世代育成支援対策推進法に規定する一般事業主行動計画を策定した企業は、いしかわ子ども
総合条例に基づき、県にワークライフバランス企業として登録することができる。

※３　いしかわ子ども総合条例
　子どもが健やかに生まれ育ち、自立した大人となり、そして安心して子どもを生み育てることができる環境づくりについて、基本理念を定めるとともに、乳幼児の出生・発達の保障、青少年の健全な育成、若者の自立に
向けた支援、地域社会全体による子育て支援、子育てをする雇用労働者への配慮、食育の推進並びに子どもの権利擁護に関し、それぞれ必要な事項を定めることにより、子どもに関し一貫した施策を総合的に推進
し、もって石川の次代を担う子どもが健やかに生まれ、かつ、育成される社会の形成に資することを目的に、平成１９年３月に制定公布、平成１９年４月に一部の規定を除き施行した。

※４　いしかわエンゼルプラン２０１０
　少子化の一層の進行とともに、子育てや子どもの育ちをめぐる環境が急速に変化していることから、子どもを安心して生み育てることができ、そして、子どもがすくすくと育つ社会を県民が一丸となって確立すべく、もう
一段上の対策を計画的に推進することを目的に、平成２２年度から２６年度までの５年間を計画期間として、平成２２年（２０１０年）８月に策定。
　なお、本プランは、石川県における次世代育成支援対策推進法の都道府県行動計画として位置づけられる。

石川県新長期構想①ワークライフバランス企業（※２）として登録する企業数 338 企業 H23 年度 600 H27
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